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・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。

平成２６年　３月

都市再生整備計画（第２回変更）

千葉県
ち ば け ん

　船橋市
ふ な ば し し

ＪＲ船橋駅周辺地区
ふ な ば し え き し ゅ う へ ん ち く



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 76 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

都道府県名 千葉県 船橋
ふなばし

市 　　ＪＲ船橋駅周辺
ふなばしえきしゅうへん

地区
ちく

計画期間 交付期間 28

本市の玄関口に相応しいにぎわいと活気にあふれた中心市街地の創出並びに健康で安心した生活ができる環境の整備

   目標１：駅へのアクセスを含む都心道路ネットワークの構築　　　　　目標２：歩行者・自転車利用者が安全かつ快適に利用できる施設整備　　　　　目標３：保健・医療・福祉サービスの連携を推進する拠点施設等の整備

　
　ＪＲ船橋駅周辺地区は、ＪＲ総武線・京成本線・東武野田線・東葉高速線の鉄道４線が乗り入れており、ＪＲ船橋駅・京成船橋駅・東武船橋駅の３駅の一日平均乗降客数は約４７万人を数えるとともに、１０路線３４系統のバスルート
をもつ、県内有数の交通ターミナルとなっている。また、地区北西部の東海神駅の1日平均乗降客数は約５，８００人となっており、地区の生活拠点を形成している。駅北口においては、２つの市街地再開発事業が施行され、駅前広場
の地下には５６３台を収容する船橋北口駐車場、その上部にはお祭り広場のあるペデストリアンデッキが整備されている。一方、駅南口においては、再開発事業による施設建築物（ＦＡＣＥ）が平成１５年３月に完成し、これに先立ち千
葉県により事業着手された京成線連続立体交差事業も、平成２３年３月に完成したところである。
　当該周辺地区における主要な都市施設としては、駅北口に天沼弁天池公園（面積約０．９４ｈａ）、中央保健センター、南口には中央公民館、市民文化ホール、中央図書館、勤労市民センターといった公共公益施設が点在し、完成し
た南口再開発ビルには、ミニ市役所としての機能を持つ「総合窓口」や「市民活動サポートセンター」といった市民生活の利便性向上を図るための施設等が設けられている他、同再開発ビル内にミニコンサートや講演会等幅広く利用
可能な「文化創造館」（きららホール）が設けられ、本町通り交差点の再開発ビル（スクエア２１）には「市民ギャラリー」、「茶華道センター」が設けられるなど、産業・文化・情報等の都市機能が多様に集積する交流拠点としての整備が
図られているところである。
　また、駅へのアクセスや地区内外の交通の円滑な処理を図るため、３・３・７号線や３・４・１１号線といった都市計画道路や、南北駅前広場（北口：面積約１．１４ｈａ、南口：面積約１．１７ｈａ）が都市計画決定されている。
  なお、船橋駅周辺においては、市民と協働によるまち歩き等を実施しており、市民意向を反映した交通安全対策や道路等のバリアフリー化を推進する事業計画が策定されている。

　この地区は、平成１９年度から平成２３年度まで、都市再生整備計画に基づき、まちづくりの目標を達成するよう事業が行われて来た地区であるが、事後評価の結果を受け、引き続き当該２期計画を実施する。
 
課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 平成２２年度 平成２８年度

混雑度 平成２２年度 平成２８年度

台/日 平成２２年度 平成２８年度

　ＪＲ船橋駅周辺地区は、産業・文化・情報等の都市機能が多様に集積する交流拠点としての整備が図られつつあるが、駅へのアクセス道路を含む都心道路ネットワークの整備や歩行者・自転車利用者が安全かつ快適に利用でき
る施設等の整備が必要となっている。さらに、高齢化の進行や生活習慣の変化により、医療機関受診者や救急患者の増加など、医療に対する需要が増大している。さらに、医師・看護師の不足や、診療時間外の不急不要な受診な
どによる医療現場の混乱が社会問題化している。こうした状況の中、安定した保健医療サービスを提供し続けるためには、保健・医療・福祉の関係機関が連携を強化しながら、地域医療・救急医療体制の充実を図る必要がある。以
上述べた各種事業を効率良く一体的に推進することにより、本市の玄関口に相応しいにぎわいと活気にあふれた中心市街地を創出し、健康で安心した生活ができる環境を整備する必要がある。

●平成１２年３月、「生き生きとしたふれあいの都市・ふなばし」をまちづくりの目標とした『船橋市総合計画』を策定し、当該地区は「産業・文化・情報等の都市機能が多様に集積する交流拠点として、賑わいのある中心地区としての整備を図る。」こととして
いる。
●平成１３年２月、『船橋市都市計画マスタープラン』を策定し、当該地区は「広域的な商業機能などの集積を高め、個性豊かな商業地としての形成を図るとともに、中心市街地の再構築を図り、にぎわいと活気にあふれた船橋の玄関口を目指す。」ことと
している。
●平成２３年５月、後期基本計画を策定し、平成２３年度までの成果を踏まえつつ「生き生きとしたふれあいの都市ふなばし」の実現のため、平成２４年度からの基本的な方向と体系的な施策内容を明らかにした。
◎都心道路ネットワークの構築　・・・都市計画道路の整備等　　　◎安全・快適な歩行空間等の整備　・・・南口デッキ、歩道の整備等　　　◎保健・医療・福祉サービスの拠点となる複合施設の整備・・・（仮称）保健福祉センター

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

86,000

交通渋滞の緩和
地区周辺の国・県道等主要幹線道路の混雑度
【指標：３路線の平均混雑度】

都心道路ネットワークの構築により、地区周辺における主要幹線
道路（国道１４号線、船橋・我孫子線、夏見・小室線）の混雑度を低
減させる。

1.62 1.25

（仮称）保健福祉センターに入居する７施設のサービスに対
する施設利用者の満足度

多様な保健・医療・福祉機能を併せた拠点施設を中心市街地近接
地に設置することにより、市民の認知及び利用の向上を図るととも
に、保健・医療・福祉サービスの拠点として連携を推進し、市民の
健康づくり意識の向上を図る。

2.89

４駅定期外乗客数
４駅（ＪＲ船橋駅、京成船橋駅、東武船橋駅、東葉東海神
駅）の定期外乗客数（≒来街者数）
【指標：４駅の合計値】

安全・快適な歩行空間等の整備や第１期計画により整備された施
設等との相乗効果で、来街者を増加させ、にぎわいと活気にあふ
れた中心市街地を創出する。

83,122

平成２４年度 3.05 平成２８年度

放置自転車台数 駅周辺部における放置自転車台数
自転車等駐車場の設置により放置自転車数を減少させると伴に
駅周辺部におけるバリア（放置自転車等）を減少させる。

814 350

保健・医療・福祉サービス拠点事業
の満足度

４段階評価



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

・整備方針４
　・保健・医療・福祉サービスの連携を推進する拠点を整備することにより、日々の安全な生活を支える仕組みや体制の充実を図る。

【提案事業】
　地域創造支援事業：（仮称）保健福祉センター整備事業

方針に合致する主要な事業
・整備方針１
　・駅へアクセスする都市計画道路や駅周辺を南北に縦断する都市計画道路の整備による都心道路ネットワークの構築、駅周辺の駐車場の利
用を促進する満空表示板の設置により、主要幹線道路の交通渋滞の緩和を図る。

【基幹事業】
　道路事業：3・3・7号線整備事業、3・3・7号線他１線整備事業、3・4・11号線整備事業
　地域生活基盤施設：本町駐車場満空表示板

・整備方針２
　・駅への接続デッキや駅へアクセスする歩道等を整備することにより、歩行者や自転車利用者の安全性や快適性を高める。

【基幹事業】
　道路事業：3・3・7号線整備事業、3・3・7号線他１線整備事業、3・4・11号線整備事業
　地域生活基盤施設：京成本線高架下・跡地自転車等駐車場設置事業
　　　　　　　　　　　　　　ＪＲ船橋駅南口ペデストリアンデッキ整備事業
　高質空間形成施設：JR船橋駅北口エレベーター設置事業
【関連事業】
　ＪＲ船橋駅南口ペデストリアンデッキ整備事業

・整備方針３
　・自転車等駐車場を整備し歩道部等に放置された自転車等を減少させ快適な歩行空間を確保する。

【基幹事業】
　地域生活基盤施設：京成本線高架下・跡地自転車等駐車場設置事業

その他
　



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路（街路） 船橋市 直 　444m H8 H27 H24 H27 4,758 153.1 153.1 153.1

道路（街路） 船橋市 直 　390m H24 H30 H24 H28 4,500 3,900 3,900 3,900

道路（街路） 船橋市 直 92m H17 H27 H24 H28 1,500 1,195.8 1,195.8 1,195.8

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 船橋市 直 － H24 H28 273 211 211 211

高質空間形成施設 船橋市 直 － H26 H27 37 37 37 37

高次都市施設

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

京成本線高架下・跡地自転車
等駐車場、本町駐車場満空
表示板、JR船橋駅南口ペデ
ストリアンデッキ

JR船橋駅北口エレベーター

交付期間内事業期間
細項目

３・３・７号線他１線（南本町馬込町線）

３・３・７号線（南本町馬込町線）

３・４・１１号線（本町本海川線）

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 6,773.9 交付限度額 2,709.5 国費率 0.4

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 11,068 5,496.9 5,496.9 0 5,496.9 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

船橋市 直 A=5,666.65㎡ H23 H27 H25 H27 4,600 1,277 1,277 1,277

合計 4,600 1,277 1,277 0 1,277 …B

合計(A+B) 6,773.9
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
船橋市 　　67.5m 　 ○ ○ H24 H27 281

合計 281

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

船橋駅南口ペデストリアンデッキ整備事業 船橋駅南口ペデストリアンデッキ

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

（仮称）保健福祉センター （仮称）保健福祉センター

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

住宅市街地
総合整備
事業



都市再生整備計画の区域

　JR船橋駅周辺地区（千葉県船橋市） 面積 76 ha 区域 本町１丁目、４丁目～７丁目、北本町１丁目、海神１丁目、２丁目、夏見１丁目の一部
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４駅定期外乗客数 （人/日） 83,122 （H22年度） → 86,000 （Ｈ28年度）

交通渋滞の緩和 （混雑度） 1.62 （H22年度） → 1.25 （H28年度）

放置自転車台数 （台/日） 814 （H22年度） → 350 （Ｈ28年度）

　ＪＲ船橋駅周辺地区（千葉県船橋市）　整備方針概要図

目標
本市の玄関口に相応しいにぎわいと活気にあふれた中心市街地の創出並びに健

康で安心した生活ができる環境の整備

代表的な

指標

■基幹事業
街路事業（３・３・７号線）

■提案事業
地域創造支援事業

（（仮称）保健福祉センター）

JR船橋駅

北口EV

■基幹事業
街路事業（３・３・７号線他１線）

東武野田線

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

JR船橋駅周辺地区

■基幹事業
街路事業（３・４・１１号線）

FACE

■基幹事業
地域生活基盤施設

（京成本線高架下・跡地自転車等駐車場）

200M

■基幹事業
地域生活基盤施設（JR船橋駅南口ペデストリアンデッキ）

○関連事業
（JR船橋駅南口ペデストリアンデッキ）

■基幹事業
高質空間形成施設（JR船橋駅北口ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置事業）

京成船橋駅

JR船橋駅

南口ペデ

100M

東武船橋駅

京成本線

東葉東海神駅

ＪＲ総武線

■基幹事業
地域生活基盤施設（本町駐車場満空表示板）


